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編 集 後 記

第2回 泌尿器科 関西地方 会が去る11月29日 和歌山市にて開かれた.参 会者約80名 ・演題数20に

て,文 字通 り泌尿器科専門家ばか りの意義 の多い,う ち とけて親 し味のある学会であつた・ この

学 会が誕生 した ことを益 々祝福す る気持 になつた.

◇

第5・回東醜 方会が名大泌尿器科齢 ・5周年記念 として・2月7日 略 大にて行われた一 灘

説は10題 で,記 念講演 として岐大近藤教授の前立腺結核,名 市大岡教授 の水腎症 ・ 名大 清 水 教

授の腎固定術,三 重大矢野教授 の前立腺腫瘍 の合 併症 があ り,次 で特 別講演 として 楠教授 の

Inter.sex,稲 田教授 の最近 の尿路結核,市 川教授 のカナマイシソが述べ られた・ この学 会も泌尿

器科ばか りであ り,ま た講演 に重点が置かれてお り,お ちついた有意義な学会であつ た・特に名

大か ら公開せ られたX線 テレビの供覧は,我 々の思いがけぬ進歩 した ものであつて・驚かされた・

◇

わが国に於ける専門医制度の問題 は数年前か ら論議せ られ るに至つたが,当 初の厚生省案は種

々の欠点を含んでいたために,主 として学界か ら拒否せられた.と ころが最近に至つて再びその

調査会が発足 した ようである.こ れは最初 のもの と構想を異 にし,新 しい観点か ら出発す るもの

との立て前であるよ うだが,そ の基盤や規模にはあま り変 りぱ えがない ようであるか ら,充 分慎

重 に事を運 んでほしい ものであ る.泌 尿器科学 会 としては最初の専門医制度案には不賛成で,時

期 尚早 との態度を とつたのであ り,そ れは当然の ことであつた と思 う.然 しいつ まで もこの問題

を放置してお くのもど うか と思われる.厚 生省,医 師 会,他 の学会な どの案 とは無関係 に,泌 尿

器科学会 として独 自の立場か ら,泌 尿器科専門医の問題を,こ の辺 で とりあげて,充 分に検討 し

てみ ることも無駄 ではなかろ うと思 う・

◇

また新 らしい年を迎えた.今 年は 日本医学会 も開 催せ られる.そ の他に大小の多 くの学会 も迎

える.学 界に も医療問題 にも大きな期待を もつて進んでゆこ う.
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